
「廃プラ類」の焼却を考える。
　―――廃プラ類混焼実証試験結果からみえてきたもの

○講　師：池田　こみち　氏
　　　　（株式会社　環境総合研究所　副所長）
○日にち：6月6日（日曜日）
○時　間：午後2時～4時
○場　所：所沢生涯学習推進センター
　　　　　1階多目的室

所沢市は本年10月1日から「廃プラ類」の焼却の方針を決めました。
廃プラ類の焼却にはたくさんの問題があります。昨年6月におこなわれた廃プラ類
混焼実証試験の結果を詳細にわたって,分析していただいた池田こみち先生のお話
をうかがい、意見交換を行います。

主催/問い合わせ先
所沢　ごみ減量・市民の力

事務局代表
品川　昭

090-2908-9973
shinagawa@zb.wakwak.com

ＮＯ！廃プラ焼却　　　Ｙｅｓ！　ごみゼロ
所沢　市民集会

焼却炉
800～900℃

ダイオキシン、
水銀、亜鉛が排ガ
ス中から検出され
ました。

廃プラ類とは燃やさないごみから鉄
とアルミを回収した残りのもの。
プラスチックだけでなく、小型家電、
電気部品、ゲーム機器、バッグ、靴、
事務用品などに付着している金属類
や塩ビ等が含まれます。

　東部クリーンセンター

燃やされたもの
煙突から出た有害物質ＣＯ２は純増

しました。

生涯学習推進センター地図
（旧　並木東小学校）
所沢市並木6-4-1
電話：04-2991-0303
駐車場：９５台

廃プラ類混焼実証試験から




